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一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
は

８８
・
１
㌫
、
支
出
率
は
７６
・
０
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
収
入
率
は

７２
・
８
㌫
、
支
出
率
は
８８
・
７
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予
算

年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
３１

日
ま
で
で
す
が
、
翌
年
度
の
５
月

ま
で
を
出
納
整
理
期
間
と
し
て
、

旧
年
度
中
の
支
払
い
、
収
入
を
整

理
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
終

了
し
た
工
事
の
支
払
い
な
ど
は
、

こ
の
期
間
に
行
い
ま
す
。
ま
た
収

入
で
も
国
・
県
の
支
出
金
や
、
市

債
は
事
業
の
完
了
後
に
収
入
す
る

た
め
、
出
納
整
理
期
間
に
収
入
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
の
民
間
企
業
と
同
様
の
経

理
を
行
う
企
業
会
計
で
は
、
水
道

事
業
会
計
の
施
設
管
理
費
用
な
ど

の
収
益
的
費
用
で
９３
・
０
㌫
、
建

設
工
事
な
ど
の
資
本
的
支
出
で

８３
・
４
㌫
が
支
出
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
医
業
費

用
な
ど
の
収
益
的
費
用
が
９４
・
６

㌫
、
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
資
本

的
支
出
が
９７
・
７
㌫
な
ど
で
、
企

業
会
計
全
体
で
は
９４
・
０
㌫
が
支

出
済
み
と
な
り
ま
し
た
。

　　
市
債（
市
の
借
金
）と
、基
金（
市

の
貯
金
）
の
状
況
を
表
４
と
表
５

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
一
般
会
計
で
は
、
昨

年
度
よ
り
約
２
億
４
千
万
円
増
加

し
、
借
入
の
残
高
は
、
３
７
５
億

３
０
４
５
万
円
。
特
別
会
計
、企

業
会
計
と
合
わ
せ
て
５
５
９
億
９

３
０
３
万
円
で
す
。
市
民
１
人
当

た
り
で
は
、
１
０
３
万
８
０
８
１

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
借
金
の
返

済
の
う
ち
、
お
よ
そ
７
割
は
地
方

交
付
税
と
し
て
国
か
ら
財
源
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
実
際
の

市
の
負
担
は
約
３
割
に
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
基
金
は
、
財
政
調

整
基
金
が
２８
億
１
０
９
５
万
円
、

地
域
振
興
基
金
が
３１
億
９
５
０
０

万
円
な
ど
、
積
み
立
て
し
て
い
る

基
金
の
合
計
は
１
４
８
億
８
９
７

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
、
特
別
会
計
の
基
金

と
、
公
共
事
業
用
地
を
先
に
取
得

す
る
土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資
金

を
貸
し
付
け
る
た
め
の
奨
学
資
金

貸
付
基
金
な
ど
の
運
用
基
金
、
企

業
会
計
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１

７
０
億
７
４
４
７
万
円
と
な
り
、

市
民
一
人
当
り
で
は
３１
万
６
５
５

２
円
と
な
り
ま
す
。

　　
一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
の
税
収

入
や
地
方
交
付
税
な
ど
は
、
見
込

み
通
り
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

配
当
割
交
付
金
や
株
式
譲
渡
所
得

割
交
付
金
の
収
入
は
、
大
き
く
予

算
を
上
回
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
は
、

ほ
ぼ
予
算
額
通
り
収
入
で
き
る
見

込
み
で
す
が
、
出
納
整
理
期
間
に

収
入
す
る
た
め
、
低
い
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、公
債
費（
借

金
を
返
済
す
る
お
金
）
や
議
会
費

な
ど
、
主
に
定
期
的
に
決
ま
っ
て

支
出
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
支

出
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
や
土
木
費
、
教

育
費
な
ど
は
、
建
設
事
業
な
ど
を

多
く
行
っ
て
い
る
関
係
で
、
工
事

費
な
ど
は
完
了
し
て
か
ら
出
納
整

理
期
間
に
支
払
う
こ
と
が
多
い
こ

と
や
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
も
の

が
あ
る
た
め
、
支
出
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
費
や
衛
生

費
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
事
業
、
病
院
事
業
な
ど
へ
繰
出

金
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

支
出
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
一
層
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
で
は
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
１０

月
１
日
か
ら
本
年
３
月
３１
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
の
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）　

区分 現在高 市民一人当たり

一般会計 ３７５億３，０４５万円 ６９万５，７９４円

特別会計 １４９億３，６８１万円 ２７万６，９２１円

企業会計 ３５億２，５７７万円   ６万５，３６６円

市債総計 ５５９億９，３０３万円 １０３万８，０８１円

区分 現在高 市民一人当たり
積み立てる基金 １５５億６，８７９万円 ２８万８，６３７円

 一般会計の基金 １４８億８，９７７万円 ２７万６，０４８円
 特別会計の基金 ６億７，９０２万円 １万２，５８９円

運用する基金 １２億７，９０９万円 ２万３，７１４円
企業会計の基金 ２億２，６５９万円 ４,２０１円
基金総計 １７０億７，４４７万円 ３１万６，５５２円

予
算
の
８２
％
が
支
出
済
み

平
成
2４
年
下
半
期
　
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　
昨
年
度
下
半
期
の
予
算
を
表
１

に
ま
と
め
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

１０
億
９
８
２
１
万
円
の
増
額
、
特

別
会
計
は
３
億
０
３
７
６
万
円
の

減
額
、
企
業
会
計
は
６
７
３
９
万

円
の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
一

般
会
計
で
は
１２
月
に
、
恵
那
栗
を

栽
培
す
る
た
め
の
旧
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
跡
地
の
整
備
に
３
０
３
０
万

円
、
正
家
廃
寺
跡
の
用
地
取
得
に

２
７
８
６
万
円
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー

恵
那
の
機
械
修
繕
に
７
２
３
０
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
国
の
「
日
本
経

済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」
関
連
事
業
で
、
山
岡
町
の
陶

芸
の
里
道
路
整
備
、
中
野
方
小
学

校
プ
ー
ル
改
築
な
ど
１４
事
業
に

６
億
０
４
９
３
万
円
と
東
野
小
学

校
大
規
模
改
築
に
１
億
６
８
２
０

万
円
を
新
規
に
予
算
計
上
。
合
計

７
億
７
３
１
３
万
円
の
次
年
度
予

定
事
業
を
前
倒
し
し
ま
し
た
。
ま

た
市
民
ま
ち
づ
く
り
基
金
と
公
共

施
設
整
備
基
金
、
減
債
基
金
へ
合

わ
せ
て
９
億
円
を
積
み
立
て
て
将

来
へ
向
け
て
備
え
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
で
共
同
事
業
拠
出

金
な
ど
を
１
億
０
９
９
８
万
円
減

額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
介
護

保
険
給
付
基
金
積
立
金
な
ど
を

７
４
７
４
万
円
減
額
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
と
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
で
、
建
設
事
業
費
の

精
算
な
ど
で
合
わ
せ
て
１
億
３
５

４
２
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６８億１，４０７ ６７億７，４７３ ９９.４㌫
地方譲与税 ３億８，６６０ ３億０，２０８ ７８.１㌫
利子割交付金 ２，１３０ １，６９２ ７９.４㌫
配当割交付金 ９８０ １，２６６１２９.２㌫
株式等譲渡所得割交付金 ２４０ ２９８１２４.２㌫
地方消費税交付金 ５億３，８７０ ５億１，５７０ ９５.７㌫
ゴルフ場利用税交付金 １億１，６９０ １億１，８３６１０１．２㌫
自動車取得税交付金 １億０,９２０ １億０，２１５ ９３.５㌫
地方特例交付金 ３，６７０ ２，６７７ ７２.９㌫
地方交付税 ９８億１，１０８１０６億６，００３１０８.７㌫
交通安全対策特別交付金 ６３０ ６３０１００．０㌫
分担金及び負担金 ３億１，４７８ ２億７，５４２ ８７.５㌫
使用料及び手数料 ４億２，０７６ ３億８，５９７ ９１．７㌫
国庫支出金 ２３億５，８５２ １８億２，１４３ ７７.２㌫
県支出金 １８億７,７５５ １１億５，３１４ ６１．４㌫
財産収入 １億１，０３３ １億０，５３２ ９５．５㌫
寄付金 ４２０ ４５２１０７．６㌫
繰入金 ２億３，１７１ １億２，６３３ ５４.５㌫
繰越金 １５億０，５８５ １５億０，５８５１００.０㌫
諸収入 ７億２，７７３ ７億０，６５７ ９７．１㌫
市債 ４０億７，３３０ １３億３，３８０ ３２．７㌫
合計 ２９４億７，７７８２５９億５，７０３ ８８．１㌫

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億７,０４０ ２億５，７８４９５.４㌫
総務費 ５０億７，４８８ ４０億６，９５２８０．２㌫
民生費 ６３億５，５９６ ４８億２，０４１７５．８㌫
衛生費 ４１億３，３１７ ３０億０，５１０７２．７㌫
労働費 ４，８５０ ４，８４５９９．９㌫
農林水産業費 １３億８，２４０ ８億６,０２６６２．２㌫
商工費 ６億１，４１９ ４億７，４７３７７．３㌫
土木費 ２８億５，７０２ １４億３，６５８５０．３㌫
消防費 ９億５，０９５ ８億８,２８２９２．８㌫
教育費 ３４億２，３０５ ２６億３,９８３７７．１㌫
公債費 ４１億２，７２７ ３７億６，３３０９１．２㌫
予備費 ３，０００ ０ ０．０㌫
災害復旧費 ２億０，９９９ １億４，９６２７１．３㌫

合計 ２９４億７，７７８２２４億０，８４６７６．０㌫

内     訳 補正前の額 補正額 合計

一般会計 ２８３億７，９５７万円 １０億９，８２１万円 ２９４億７，７７８万円

特別会計 １４７億３，３３０万円 ▲３億０,３７６万円 １４４億２，９５４万円

企業会計 ７１億７，４４３万円 ▲６，７３９万円 ７１億０，７０４万円

合計 ５０２億８，７３０万円 ７億２，７０６万円 ５１０億１,４３６万円

表１　補正予算の状況（３月３１日現在）

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は支出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

市
税
収
入
は
見
込
み
通
り

７
億
円
を
増
額
補
正

一
般
会
計
８８
％
収
入
済
み

市
民
１
人
当
た
り
の
市
債

残
高
は
約
１
０
４
万
円

問

予算額
収入済額

予算額
支出済額

一般
会計

一般
会計

特別
会計

特別
会計

企業
会計

企業
会計

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１４４億２,９５４

２９４億７,７７８

６７億３,０６６

１４４億２,９５４

２９４億７,７７８

７１億０,７０４

１０５億０,８８３

２５９億５,７０３

５８億７,５７３

２２４億０,８４６

１２７億９,８４２

６６億８,１７７

収入率
８８．１％

収入率
７２．８％

収入率
８７．３％

支出率
７６．０％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
８８．７％

支出率
９４．０％

支出済 予算収入済 予算

（万円）（万円）

（億円）（億円）

全体の収入率
８３．６％

全体の支出率
８２．１％

※人口は３月３１日現在の５３,９３９人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります
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ご
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健
康




